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清水口小学校区まちづくり協議会設立準備会会議議事録 

 

１ 日時及び場所 

令和 7年 5月 11日（日） 13：30～14：50 西白井複合センター多目的室 

２ 出席者 

別紙のとおり 

３ 議事概要 

  (1) 清水口小学校区まちづくり協議会設立準備会参加予定者あいさつ 

●内容 

・４月の会議を欠席した委員の自己紹介を行った。 

 

  (2) 清水口小学校区まちづくり協議会設立準備会の役員の決定 

●内容 

・事前に役員候補者に推薦された委員で集まり会議を行い、決まった役員案を設立準
備会委員としてよいか諮った。 

●結論 

・別紙のとおり役員を決定した。 

役職 氏名 所属 

会長 濱野 宏 清水口つながり協力委員会 

副会長 
田中 美貴子 

清水口小学校区地区社会福祉協議会 

北部地区民生委員・児童委員協議会 

中野 七生 七次台中学校PTA 

事務局長 能登 雅彦 (同)NIS 

書記 
林 美佐季  

渡辺 真巨 エクセレントタウン自治会 

広報 

久野 芙美佳  

能登 雅彦 (同)NIS 

細山田 直誠  

   
 

 

(3) ワークショップ 

●テーマ：清水口小学校区まちづくり協議会設立準備会になぜ参加したか、協議会で
どんなことをしてみたいか。 

●以下の流れで行った。 

①7グループに分かれ、各委員の思いを共有。 

②各グループ発表。 

●詳細は別紙のとおり。 

４ 今後について 

・次回、6月1日（日）13時から行う予定である。会議内容は、事務局会議で三

役と話し合って決める。今後も、事務局会議で事前に話し合ったうえで、全体会

議を行う。 
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・次回以降、市民活動支援課以外に、小学校区まちづくり支援職員の4名が、設立

準備会をサポートに入る。 

・今後、毎回、大人数で話し合っていくのは難しいと思うので、大人数の話し合い

と、少人数の話し合いを分けて進めていってほしい。それから、この会議自体が

いつまで続くかわからないという状況をよくないので、一定のめどをつけた方が

いい。めどを延長しなければいけないときは、合意を取ることしないといけない

と思う。 

⇒参考として、今までの進め方でやるのであれば、他の協議会は準備が立ち上が

ってから、おおよそ1年から1年半ぐらいをかけて設立した。 

・会議の頻度は1か月に1回か。 

⇒その通りである。 

・この先で何をやっていくのか分からない人もいると思う。今までの4つのまちづ

くり協議会で、簡単な何ヶ月目に何をやったっていうプロセスが分かる資料をつ

けていただきたい。 

⇒具体的な日程は書いてないが、これまでの進め方については資料のとおりであ

る。設立済みの小学校区の設立準備会のプロセスついては、市公式ホームペー

ジに、小学校区ごと「設立準備会の取り組みということで載せているので、参

考していただきたい。 

・まず、ロードマップを共有し、そこから、協議に取り組んでいけたらと思う。部

会として少人数で分かれて行う会議は、もう少し全体像が皆さんと共有できてか

ら決めていったらいいといいのかなと思う。 

５ お願い 

設立準備会のプロセス（進め方）に意見がある人は、16日（金）までに市民活動支

援課へ意見を出していただきたい。 

 


